
女性協は１２月１０日、国公

労連会議室において日本婦人団

体連合会会長堀江ゆりさんをお

招きして「女性差別撤廃条約

（以下「条約」という）と女性

差別撤廃委員会勧告の学習会」

を開催しました。学習会には、

青年協や単組本部の役員など男

性も１１名参加し、全体で２８

名の参加がありました。

堀江さんからは、「女性差別

撤廃委員会（ＣＥＤＡＷ）の勧

告をどう生かすか－女性差別撤

廃条約と日本のジェンダー平等

－」と題して、７月に行われた

ＣＥＤＡＷの傍聴報告と８月に

出されたＣＥＤＡＷからの勧告

の内容と今後私たちが何をすべ

きかをＤＶＤを見ながらわかり

やすく話していただきました。

日本における「条約」の実施

状況を審査するＣＥＤＡＷでは、

法律や制度の説明のみを繰り返

す日本政府の回答に対し、再三

にわたり「差別撤廃のための具

体的な措置の報告」を求められ

ました。さらに勧告では「本条

約は女性差別撤廃の分野におけ

るもっとも適切かつ広範で法的

拘束力を有する国際文書である

ことを認識するよう」強く要請

されました。また、03年にの前

回審査でも勧告された項目

のほとんどが再度勧告され、

雇用と意志決定参加におけ

る事実上の平等実現のため

の「暫定的特別措置の実施」

と「民法改正」の二項目に

ついては、緊急重要課題と

して２年以内の追加報告を

政府に求めています。

講演の最後に堀江さんは、

「条約ができて３０年。日本が

批准して２５年たつが、何故男

女差別がなくならないのか。こ

れからどうしたらよいのかみん

なで考えていかねばならない。

女性差別をなくすことを女性だ

けの問題にせず、職場や家庭、

地域などのあらゆる場面で、間

接差別も含め女性差別が潜んで

いないか点検し、男性もともに

考え行動することが大切。男女

が平等で人間らしく生き働ける

社会を作るためにみんなの力を

合わせましょう。」と呼びかけ

られました。

女性協は、２０１０年春闘で

「条約」とＣＥ

ＤＡＷの勧告の

内容を学習し、

職場での男女平

等や女性の登用

拡大のとりくみ

に活用すること

を提起していま

す。まずはＣＥ

ＤＡＷ傍聴の記

録集やＤＶＤな

どを活用し各組織で学

習しましょう。
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＜参加者の声＞

＊とても貴重なお話が聞けてよかった。女性だけでなく、

男性の問題でもあるというところに特に賛同した。男

性たちに聞かせたい言葉だと思う。

＊女性が差別される背景にも視点が向けばと思います。

＊女性差別撤廃条約の話を初めて聞きました。これほど

日本政府の対応が世界的に見てヒドイとは驚きでした。

男女平等に働き方を含むすべてのことのバランスを考

え、とりくみを進めていく必要があると改めて考え直し

ました。また、男性も学習することが必要だと思います。

女性協で取り扱っています

婦団連作成

・ＣＥＤＡＷ傍聴記録集

… 一冊５００円

・2009年女性白書

… 一冊3,200円（税別）

（条約の内容や資料が入ってます）

全労連女性部作成

・傍聴記録ＤＶＤ（約10分）… 無料

女性差別撤廃条約＆
女性差別撤廃委員会勧告学習会開催

講演する堀江婦団連会長



国公労連女性協と青年協は

１１月８日、「新しい未来

（あす）へ！１１・８国民大

集会」（東京・代々木公園

35,000人参加）において「総

対話MAP」宣伝行動を行い、女

性・青年を中心に２６名が参

加しました。

大集会へ参加する人

に、各単組の参加者が

自分の職場の実態を訴

え、「くらし支える

行政サービスの拡充

を求める請願署名」

をお願いしました。

街頭でマイクを握っ

て話すことが初めて

だという女性組合員

も最初はドキドキしていま

したが、自分の職場の状況

を一生懸命訴えました。

一時間足らずの行動でし

たが、署名を４３０筆、カ

ンパ１００円を集めました。
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＜参加者の声＞

どのくらいの人が足を止めて

署名してくださるのかとても不

安でしたが、思ったより多くの

人が署名をしてくれました。

中には励ましの声をかけてくださったり、家族の分も署名してく

ださった方もいました。

「がんばれ」とカンパをしてもらった時には、驚くと同時に、がん

ばった甲斐があった！と、とても嬉しく感じました。

みんなが「公務員は悪」と思っているわけではなく、話をすれば

通じるのだ・・・と、改めて実感しました。

また、大きな声を出して署名をお願いするのは日頃のストレス解

消になりました。

今後はもっと積極的に参加して、現在の状況を訴え、多くの人に

少しでも行動を理解してもらい、そしてストレス解消をしたいと思

います。

１１・８国民大集会で お知らせ
女性協では、５月に開催される核不拡散条約

再検討会議ＮＹ行動ににむけ、下記のとりくみを

行っています。ご協力をお願いします。

１．新国際署名「核兵器のない世界を」の推進

女性組織が中心となり署名を推進願います。

（署名用紙が職場に残っていませんか？

不足する場合は女性協まで）

２．女性協からＮＹ行動へ代表を送りましょう！

参加希望者を募集中です。

代表派遣にむけたカンパ活動も実施中です。

詳細については、組合役員

または国公労連女性協・橋本

までお問い合わせください。

全運輸 豊嶋さん

全建労 鈴木さん


